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本講演では ASTRO-G/VSOP-2の軌道決定系の開発の現状を報告する。ASTRO-G では、衛星の姿勢を高速
で切り替え (15秒で離角 3◦程度)、位相補償観測を行う事を想定している。位相補償観測時には、target 天体と
calibrator との間の離角が大きくなるにつれて、より精密な軌道決定が必要になる。3-10cm程度の軌道決定精度
を達成出来れば、十分な数の観測ターゲットを確保する事ができ、多くのサイエンス成果が期待できる。
ASTRO-Gの軌道決定については、これまで JPLで検討されていたが、位置で 3cm くらいの精度の軌道決定
は行えるという結果が出されていた。ただし、これは条件を理想化した解析であり、我々はより現実的な条件の
元での解析を進めた。ASTRO-Gの軌道決定の中心となる手法は、GPSを用いたものであるが、ASTRO-Gの遠
地点高度 (25,000 Km)は GPS衛星の高度 (20,000Km)よりも高いため、ASTRO-Gの高度が高くなるにつれて
受信できる GPS衛星数が激減し、高精度な軌道決定が困難になってしまう。JPLの解析では、高高度における
データ不足を補うために高精度加速度計を用いる事を前提としていたが、実際には、スイッチング観測時の角加
速度環境に耐えつつ微弱な摂動力を感知する性能を持つ加速度計を開発する事は困難である事が判明した。
そこで我々は、高高度における代替手段として、SLR(Satellite Laser Ranging)計測用 Corner Cube Reflector
や、ガリレオ衛星対応GPS受信機の搭載を検討する事にした。本講演ではこれらの機器の詳細構成や、軌道決定
系全体の開発状況、期待される軌道決定精度について述べる。


